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富士の介等のレンサ球菌及びサケ科魚ヘルペスウイルス（OMV）に対する感受性 

 

 平塚 匡・三浦正之・青柳敏裕 

 

富士の介は山梨県が開発したニジマスOncorhynchus mykiss雌とマスノスケO.tshawytscha（英名：キングサーモ

ン）偽雄を交配したオリジナルのブランド魚であり 1) ，その希少性と味の良さ 2,3) から市場での評価は高く，2019

年 10月の流通開始以降着実に出荷量を増やしている。富士の介を含むマス類の養殖生産を行う上で，魚病の発生

は生産計画を狂わせる主たる要因の一つであり，養殖経営に大きな打撃を与える。特に富士の介のような異種間

交配された新魚種においては，各種魚病による影響は未知であるといえ，今後の安定生産あるいは生産拡大を図

る上で魚病に関する情報は極めて重要になると考えられる。これまでにも富士の介の各種病原体への感受性を評

価する研究が行われており 4-6) ，富士の介の魚病に対する抵抗性等に関する知見が蓄積されつつある。 

本研究では，マス類養殖現場において問題となる主要な疾病のうち，特に大型魚での被害が大きいレンサ球菌

症及びサケ科魚ヘルペスウイルス（以下，OMV）病の各原因病原体に対する感受性を両親となるニジマス及びマ

スノスケを含めた感染実験により評価した。さらに，OMVに対する感受性については，山梨県水産技術センター

忍野支所（以下，当支所）で保有する異なる 2系統のニジマス間でも比較したので併せて報告する。 

 

材料及び方法 

レンサ球菌に対する感受性評価 

 富士の介のレンサ球菌に対する感受性を調べるため，ニジマス及びマスノスケを比較対照とした感染実験を行

った。供試菌株には，県内の民間養魚場で養殖されていたニジマス（平均体重 1,047.4g）から分離されたレンサ球

菌 Streptococcus iniae（YFTB 2013）株を使用した。供試菌液は当該菌株をTS液体培地に接種し，25℃で 24時間

静置培養したものを用いた。 

供試魚は，2019 年 11 月に作出した富士の介及び全雌三倍体ニジマス，全雌三倍体マスノスケを各 20 尾使用

し，平均体重はそれぞれ 83.3±4.7g，83.3±3.6g，83.3±4.9g（平均±標準偏差，以下同様）であった。なお，三倍

体魚の作出方法は既報 7 ) に準じた。供試魚の選別は 2021年 6月 22日に行い，選別前約 1週間は 3魚種の給餌率

を統一した。 

 実験感染は 2021年 6月 24日に注射攻撃により行った。供試菌液を 0.85%生理食塩水で希釈し，1.3×10CFU/尾

となるよう各供試魚の腹腔内に菌液を 0.1mL注射した。注射は，FA100（DSファーマアニマルヘルス）溶液にて

麻酔をかけた供試魚を飼育水でリンスし，タオルで体表の水分を軽く拭き取った後，供試魚の両腹鰭の中心と両

胸鰭の中心を結ぶ線の中間あたりの位置に行った。なお，注射技術や魚種間での差を極力無くすため，職員 3名

で各魚種を概ね同尾数処理するとともに，魚種についても一定尾数毎にローテーションをしながら注射するよう

にした。注射した供試魚はポリプロピレン製のコンテナ槽（L64×W44×D38cm，以下同様）にそれぞれ収容し，

加温した地下水を毎秒 30mLでかけ流しながら，1日あたり魚体重の 0.5%の配合飼料を平日 5日間給餌し飼育を

行った。なお，地下水（水温 12.5℃）の加温については，受水槽内にヒーターを投入することで行い，試験期間

中の飼育水の平均水温は 16.8℃（15.5～19.9℃）であった（図 1）。毎日死亡魚の確認及び回収を行うとともに，

死亡魚があった場合は，症状の観察とTS寒天培地を用いた腎臓からの細菌分離を行い，死因がレンサ球菌 
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症であることを確認した。試験は 6月 24日から 7月 29日までの 36日間行った。試験⤊஢日⩣日には生ṧ魚を

全数取り上ࡆ，腎臓からの細菌分離を行うことで保菌状ἣの確認を行った。 

 

 
図 1 試験期間中の飼育水温の᥎⛣ 

 

OMVに対する感受性評価（3魚✀ẚ㍑ヨ㦂） 

 富士の介のOMVに対する感受性を調べるため，ニジマス及びマスノスケを比較対照とした感染実験を行った。

供試ウイルスには，県内の民間養魚場で養殖されていたニジマス（平均体重 86.2g）から分離されたOMV（YFTV 

2013）株を使用した。RTG-2細⬊を 175cm2プラスࢡࢵࢳフラスコにて 18℃で培養し，༢ᒙᙧᡂ後に供試ウイル

ス株を接種し，15℃で培養を行った。細⬊全体に細⬊ኚ性ຠᯝ（CPE）がᗈがったẁ㝵でフラスコを-80℃で෾結

した。⩣日以降にᛴ㏿ゎ෾後，一㒊を力価 定用として分注し，ṧりを供試ウイルス原液として試験に供するま

で-80で෌ᗘ෾結保Ꮡした。ウイルス力価は，RTG-2細⬊を用いて TCID50法により 定した。 

供試魚は，レンサ球菌感染実験と同一⩌となる 2019年 11月作出の富士の介及び全雌三倍体ニジマス，全雌三

倍体マスノスケを各 30尾使用し，平均体重はそれぞれ 47.3±1.7g，47.3±2.0g，47.3±1.7gであった。供試魚の選

別は 2021年 1月 8日に行い，選別前約 1週間は 3魚種の給餌率を統一した。 

 実験感染は 2021年 1月 14日に注射攻撃により行った。供試ウイルス液をMEM-2で希釈し，103.1TCID50/尾と

なるよう各供試魚の腹腔内に 0.1mL注射した。なお，注射については，前㏙のレンサ球菌攻撃時と同様の方法で

実᪋した。注射攻撃後の供試魚はポリプロピレン製のコンテナ槽にそれぞれ収容し，12.5℃の地下水を毎秒 75mL

でかけ流しながら，魚体重の 0.5%の配合飼料を平日 5日間給餌し飼育を行った。毎日死亡魚の確認及び回収を行

うとともに，死亡魚があった場合は，症状の観察とRTG-2細⬊を用いた腎臓からのウイルス分離を行い，接種後

の CPEのᙧែから死因が OMV病であることを確認した。なお，死亡魚のうち CPEが確認できなかったಶ体に

ついては， ⫢臓⤌⧊からGenEluteTM Mammalian Genomic DNA Miniprep Kits（Sigma-Aldrich）を用いて ᢳ出した

DNAを㗪型とし，OMV特異ⓗプライマーを用いた PCR8) を行うことで෌᳨出を試ࡳた。試験は 1月 14日から 3

月 30日までの 76日間行った。試験⤊஢日⩣日には生ṧ魚を全数取り上ࡆ，死亡魚と同様に⫢臓ᢳ出 DNAを用

いた PCRを行い，ウイルス保有状ἣを確認した。 
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OMVに対する感受性評価（␗⣔⤫࣐ࢪࢽスẚ㍑ヨ㦂） 

 異なるニジマス 2系統間においてOMVへの感受性に┦㐪があるかを調べるため，富士の介を含めての感染実

験を行った。ニジマス 2系統とは，1982年に日ගからᑟ入し，現ᅾまで当支所にて⥅௦飼育してきたドナルドࢯ

ン系ニジマス 9)（以下，忍野産ドナ）と 2008年にア࣓リ࢝合⾗ᅜよりᑟ入し⥅௦飼育してきたドナルドࢯン系ニ

ジマス 10)（以下，⡿産ドナ）のことを♧しており，富士の介の雌親及び全雌三倍体ニジマスの親魚については忍

野産ドナを使用している。 

試験は異なる攻撃⃰ᗘで計 2回実᪋し（➨ 1回試験及び➨ 2回試験），供試ウイルスはいࡎれも前㏙の 3魚種

比較試験と同様のウイルス株（YFTV 2013）を使用した。 

 供試魚は，2020年 11月に作出した忍野産ドナ（全雌三倍体）及び⡿産ドナ（通ᖖ஧倍体），富士の介を各 30

尾使用し，平均体重はそれぞれ➨ 1回試験が 23.7±1.2g，23.7±1.2g，23.7±1.1g，➨ 2回試験が 31.3±1.7g，31.3

±1.5g，31.3±1.8gであった。供試魚の選別は➨ 1回試験が 2021年 10月 20日，➨ 2回試験は 12月 14日に行い，

選別前約 1週間はそれぞれの給餌率を統一した。 

 実験感染は注射攻撃により行い，➨ 1回試験は 2021年 10月 22日，➨ 2回試験は 12月 28日に実᪋した。供

試ウイルス液をMEM-2で希釈し，➨ 1回試験は 102.8TCID/尾，➨ 2回試験は 101.8TCID/尾となるよう各供試魚の

腹腔内に 0.1mL注射した。注射攻撃以降の試験方法については，3魚種比較試験と同様の方法とした。なお，実

験水槽への注水量は毎秒 50mLとし，試験期間は➨ 1回試験が 2021年 10月 22日から 12月 14日までの 54日間，

➨ 2回試験は 2021年 12月 28日から 2022年 4月 5日までの 99日間とした。 

 

⤖ ᯝ 

レンサ球菌に対する感受性評価 

 富士の介を含む 3魚種をレンサ球菌で攻撃したときの⣼積死亡率等の結ᯝを表 1，⣼積死亡率の᥎⛣を図 2に

♧した。マスノスケについては，注射攻撃当日に 1尾の死亡が確認されたが，原因菌による死亡ではないとุ᩿

し細菌分離は行わࡎ，供試尾数を 19尾として試験を実᪋した。 

試験⤊஢時の⣼積死亡尾数は，ከい㡰にニジマスで 19尾，マスノスケで 11尾，富士の介で 0尾となり，⣼積

死亡率はそれぞれ 95.0%，57.9%，0%であった（表 1）。富士の介は試験期間を通して死亡が認められࡎ，௚の 2

魚種と比べ有ពに死亡率がపかった（Tukeyのẕ比率の᳨定，以下，ẕ比率᳨定，p < 0.01）。細菌分離では，全

ての死亡魚からレンサ球菌が෌分離された。死亡魚のእ観症状としては，║球✺出や鰭ᇶ㒊の発㉥，⫠㛛の拡ᙇ

や発㉥等のレンサ球菌症特有の症状が確認された。またゎ๗所見として，⭠⟶や腹腔内ቨの出⾑，⬡⫫の発㉥等

が認められ，死亡が確認された 2魚種については同様の症状を࿊していた。生ṧ魚の保菌状ἣについては，マス

ノスケが 8尾中 3尾（37.5%），富士の介が 20尾中 0尾（0%），ニジマスが 1尾中 0尾（0%）であった（表 1）。 

 試験期間中の 3魚種の死亡ഴྥとしては，ニジマスは攻撃後 5日┠にึめて死亡ಶ体が現れ，その後は⥅⥆し

て死亡が認められ，23日┠を᭱後に⤊ᜥした。1日あたりの死亡数が᭱ከとなったのは 16日┠の 4尾であった。

一方で，マスノスケの死亡はニジマスより㐜れて攻撃後 12日┠から 30日┠までの間に確認され，一日あたりの

死亡数が 1尾を㉸えることはなかった（図 2）。富士の介については，攻撃後 9日┠に║球が✺出しているಶ体

が 1尾確認されたものの，試験⤊஢時まで⾶ᙅすることもなく生ṧした。 
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表 1 レンサ球菌感染実験結ᯝ 

 
 

 
図 2 レンサ球菌攻撃時の⣼積死亡率の᥎⛣ 

 

OMVに対する感受性評価（3魚✀ẚ㍑ヨ㦂） 

富士の介を含む 3魚種をOMVで攻撃したときの⣼積死亡率等の結ᯝを表 2，⣼積死亡率の᥎⛣を図 3に♧し

た。 

試験⤊஢時の⣼積死亡尾数は，ከい㡰にニジマスで 29尾，富士の介で 23尾，マスノスケで 19尾となり，⣼積

死亡率はそれぞれ 96.7%，76.7%，63.3%と，富士の介とマスノスケの死亡率はニジマスと比べ有ពにపくなった

（表 2，ẕ比率᳨定，ニジマスと富士の介間：p < 0.05，ニジマスとマスノスケ間：p < 0.01）。ウイルス分離ある

いは PCRにおいて，全ての死亡魚からOMVが෌᳨出された。死亡魚のእ観症状としては，体Ⰽ㯮໬や腹㒊⭾‶，

鰭ᇶ㒊の発㉥，⫠㛛の拡ᙇや発㉥等の症状が確認された。ゎ๗所見としては，⭠⟶の⫧大や発㉥，⬡⫫の出⾑等

が認められ，OMV で特ᚩⓗな症状である⫢臓のⓑᩬについても試験期間後༙にかけて死亡するಶ体で確認され

るഴྥにあった。なお，3魚種間で症状の差異は認められなかった。生ṧ魚のウイルス保有状ἣは，ニジマスが 1

尾中 1尾（100%），富士の介が 7尾中 4尾（57.1%），マスノスケが 11尾中 1尾（9.1%）であった（表 2）。 

 試験期間中の3魚種の死亡ഴྥとしては，ニジマスは攻撃後15日┠から30日┠までの間ࡰ࡯毎日死亡が⥆き，

その後はᩓ発ⓗな死亡がࡳられ，65日┠に⤊ᜥした。富士の介は攻撃後 18日┠から 39日までの間死亡が⥆き，

その後は数尾の死亡があったのࡳで 68 日┠に⤊ᜥした。マスノスケについては，3 魚種で᭱も㐜れて攻撃後 22

日┠から死亡が始まり，46日┠まで死亡が⥆いた後に⦆やかとなり，68日┠で⤊ᜥを㏄えた（図 3）。  

 

ᐩኈ䛾௓ 䝙䝆䝬䝇 䝬䝇䝜䝇䜿

平均య㔜㻔g)※1 83.3±4.7 83.3±3.6 83.3±4.9
౪ヨᑿ数 20 20    19※2

⣼✚Ṛஸᑿ数 0 19 11
㻌⳦෌ศ㞳 0 19 11
⣼✚Ṛஸ⋡㻔%)  0a  95.0b  57.9b

⏕ṧᑿ数 20 1 8
㻌⳦෌ศ㞳 0 0 3
㻌ಖ⳦⋡㻔%) 0 0 37.5
䈜1䚷数್䛿平均㼼ᶆ‽೫ᕪ
䈜2䚷䝬䝇䝜䝇䜿䛿攻撃ᙜ日䛻1ᑿṚஸ䛧䛯䛯䜑19ᑿ䛷ヨ㦂䜢ᐇ᪋
䈜3䚷␗䛺䜛䜰䝹䝣䜯䝧䝑䝖間䛷᭷ពᕪ䛒䜚（Tukey䛾ẕẚ⋡䛾᳨ᐃ䠈p <0.01）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34

⣼
✚
Ṛ
ஸ
⋡
(%
)

攻撃後日数

䝙䝆䝬䝇

ᐩኈ䛾௓

䝬䝇䝜䝇䜿

－　 －16



表 2 OMV感染実験結ᯝ（3魚種比較試験） 

 
 

 

図 3 OMV攻撃時の⣼積死亡率の᥎⛣ 

 

OMVに対する感受性評価（␗⣔⤫࣐ࢪࢽスẚ㍑ヨ㦂） 

異なる 2系統のニジマス及び富士の介を OMVで攻撃したときの⣼積死亡率等の結ᯝを表 3，⣼積死亡率の᥎

⛣を図 4及び 5に♧した。 

➨ 1回試験の⤊஢時の⣼積死亡尾数は，忍野産ドナ及び富士の介で 29尾，⡿産ドナで 28尾であり，⣼積死亡

率はそれぞれ 96.7%，96.7%，93.3%と，供試魚間で差は認められなかった（表 3，ẕ比率᳨定，p > 0.05）。ウイ

ルス分離あるいは PCRにおいて，全ての死亡魚からOMVが෌᳨出された。死亡のഴྥとしては，忍野産ドナが

攻撃後 10日┠から 45日┠，富士の介が 11日┠から 31日┠，⡿産ドナが 15日┠から 31日┠までの間に確認さ

れ，死亡の開始が᪩い㡰に忍野産ドナ，富士の介，⡿産ドナとなった（図 4）。 

➨ 2回試験の⣼積死亡尾数は，忍野産ドナで 29尾，⡿産ドナで 15尾，富士の介が 0尾となり，⣼積死亡率は

それぞれ 96.7%，50.0%，0%で，⡿産ドナは忍野産ドナと比べ，富士の介は௚の 2魚種と比べ有ពに死亡率がప

くなった（表 3，ẕ比率᳨定，p < 0.01）。ウイルス分離あるいは PCRにおいて，⡿産ドナで 1尾෌᳨出されない

ಶ体が認められたが，それ以እの全ての死亡魚からは OMVが෌᳨出された。試験期間を通しての死亡ഴྥは，

忍野産ドナが攻撃後 21日┠から 80日┠，⡿産ドナが 32日┠から 91日┠にかけて死亡が確認され，➨ 1回試験

と同様，死に始めるタイ࣑ングは忍野産ドナよりも⡿産ドナの方が㐜くなった（図 5）。 

死亡魚のእ観症状としては，体Ⰽ㯮໬や腹㒊⭾‶，鰭ᇶ㒊の発㉥，⫠㛛の拡ᙇや発㉥等の症状が確認され，ゎ

ᐩኈ䛾௓ 䝙䝆䝬䝇 䝬䝇䝜䝇䜿

平均య㔜㻔g)※1 47.3±1.7 47.3±2.0 47.3±1.7
౪ヨᑿ数 30 30 30
⣼✚Ṛஸᑿ数 23 29 19
㻌䜴䜲䝹䝇෌᳨ฟ 23 29 19
⣼✚Ṛஸ⋡㻔%)  76.7b  96.7a  63.3b

⏕ṧᑿ数 7 1 11
㻌䜴䜲䝹䝇෌᳨ฟ 4 1 1
 䜴䜲䝹䝇ಖ᭷⋡㻔%) 57.1 100 9.1
䈜1䚷数್䛿平均㼼ᶆ‽೫ᕪ
䈜2䚷␗䛺䜛䜰䝹䝣䜯䝧䝑䝖間䛷᭷ពᕪ䛒䜚（Tukey䛾ẕẚ⋡䛾᳨ᐃ䠈㻌䝙䝆䝬䝇㻙ᐩኈ䛾௓㻦
       p <0.05䠈䝙䝆䝬䝇㻙䝬䝇䝜䝇䜿㻦㻌p <0.01）
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๗所見として，⭠⟶の⫧大や発㉥，⬡⫫の出⾑等が認められた。⫢臓のⓑᩬについては，➨ 1回試験ではࡰ࡯確

認されなかった一方，➨ 2回試験では発現ಶ体が比較ⓗከくࡳられた。なお，ニジマス 2系統及び富士の介の間

で症状の差異は認められなかった。 

生ṧ魚のウイルス保有状ἣについては，➨ 1回試験は忍野産ドナが 1尾中 0尾（0%），⡿産ドナが 2尾中 0尾

（0%），富士の介が 1尾中 0尾（0%）と，いࡎれにおいても保有は確認されなかった。➨ 2回試験では忍野産

ドナが 1尾中 0尾（0%），⡿産ドナが 15尾中 6尾（40.0%），富士の介が 30尾中 1尾（3.3%）であった（表 3）。 

ニジマス 2 系統について，ウイルス攻撃から死亡するまでに要したಶ体別の日数の平均್を表 4 に♧した。2

系統の平均した死亡開始時期は，➨ 1回試験では忍野産ドナが 19.7日，⡿産ドナが 26.0日，➨ 2回試験では忍野

産ドナが 49.6 日，⡿産ドナが 84.4 日となり，両試験とも⡿産ドナの死亡開始が忍野ドナより有ពに㐜くなった

（ウ࢙ルࢳの t᳨定，➨ 1回試験：p < 0.05，➨ 2回試験：p < 0.01）。 

 

表 3 OMV感染実験結ᯝ（異系統ニジマス比較試験） 

 

 

 
図 4 OMV攻撃時の⣼積死亡率の᥎⛣ 

（➨ 1回試験：攻撃⃰ᗘ 102.8TCID50/尾） 

 

 

ᚸ㔝⏘䝗䝘 ⡿⏘䝗䝘 ᐩኈ䛾௓ ᚸ㔝⏘䝗䝘 ⡿⏘䝗䝘 ᐩኈ䛾௓

平均య㔜㻔g)※1 23.7±1.2 23.7±1.2 23.7±1.1 31.3±1.7 31.3±1.5 31.3±1.8
౪ヨᑿ数 30 30 30 30 30 30
⣼✚Ṛஸᑿ数 29 28 29 29 15 0
㻌䜴䜲䝹䝇෌᳨ฟ 29 28 29 29 14 0
⣼✚Ṛஸ⋡㻔%) 96.7 93.3 96.7  96.7a  50.0b  0c

⏕ṧᑿ数 1 2 1 1 15 30
㻌䜴䜲䝹䝇෌᳨ฟ 0 0 0 0 6 1
㻌䜴䜲䝹䝇ಖ᭷⋡㻔%) 0 0 0 0 40.0 3.3
䈜1䚷数್䛿平均㼼ᶆ‽೫ᕪ
䈜2䚷␗䛺䜛䜰䝹䝣䜯䝧䝑䝖間䛷᭷ពᕪ䛒䜚（Tukey䛾ẕẚ⋡䛾᳨ᐃ）

➨1ᅇヨ㦂 ➨2ᅇヨ㦂
（攻撃⃰ᗘ㻦102.8TCID50/ᑿ） （攻撃⃰ᗘ㻦101.8TCID50/ᑿ）
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図 5 OMV攻撃時の⣼積死亡率の᥎⛣ 

（➨ 2回試験：攻撃⃰ᗘ 101.8TCID50/尾） 

 
表 4 忍野産ドナ及び⡿産ドナの死亡開始時期 

 
 
⪃ ᐹ 

富士の介の魚病に対する感受性については，これまでにサケ科魚類で௦表ⓗな疾病である細菌性疾病のࣅブリ

オ病及びせっそう病，ウイルス性疾病のఏ染性㐀⾑ჾቯ死症（IHN）の各原因病原体について᳨ウされており，

ニジマスと概ね同⛬ᗘの感受性あるいはඃれた抗病性を♧すことが報告されている 4-6) 。本研究では᭦なる知見

収㞟のため，ṧされた主要疾病のうちレンサ球菌症及び OMV病の各原因病原体に対する感受性を感染実験によ

り評価した。レンサ球菌症とOMV病はともにᡂ魚でも被害がある魚病として知られており 11-13) ，特に出荷前の

1kg を㉸える大型魚で発生した場合に経῭ⓗᦆኻが極めて大きくなるགྷ介な疾病とされる。富士の介においては

約 2～4年かけ出荷ᇶ準の 1.5kg以上のサイࢬまで育て上ࡆられึめて出荷を㏄えることから，もしこれら疾病に

感染し死亡しやすいとなれࡤ⏒大な被害を受けかねない。 

 富士の介を含む 3魚種にレンサ球菌を実験感染させたとこࢁ，⣼積死亡率がニジマスで 95.0%，マスノスケで

57.9%であったのに対し，富士の介は死亡が認められࡎ，有ពにపい死亡率となった。また，富士の介で║球✺出

症状のあるಶ体が 1尾確認されたものの，その後死亡することもなく，さらに全生ṧ魚においても保菌が確認さ

れなかったことから，富士の介の本菌に対する感受性はかなりపく，感染をචれたものと᥎察された。実㝿にレ

ンサ球菌症が発生する養魚場での富士の介の死亡஦౛は極めて少なく，║球✺出等のእ観症状のあるಶ体は出現

するものの㢖ᗘは少なく死亡もしないとの情報をᚓており，本結ᯝを支ᣢしているといえる。 

一方で，富士の介の死亡がࡳられなかったのに対し，マスノスケでは比較ⓗከくの死亡が認められた。マスノ

スケは高水温⎔ቃにᙅいഴྥがあるとの報告もあり 14) ，本試験においても飼育水温が 17℃を㉸える高水温期に

死亡が始まっていることから，高水温への⪏性がపいマスノスケが௚の 2魚種以上にච␿力のప下をᘬき㉳こし，

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90 95

⣼
✚
Ṛ
ஸ
⋡
(%
)

攻撃後日数

ᚸ㔝⏘䝗䝘

⡿⏘䝗䝘

ᐩኈ䛾௓

ᚸ㔝⏘䝗䝘 ⡿⏘䝗䝘

➨1ᅇヨ㦂   19.7±10.8 26.0±9.1*
➨2ᅇヨ㦂   49.6±16.5     84.4±16.9**

䈜1䚷数್䛿30ᑿ䛾平均㼼ᶆ‽೫ᕪ
䈜2䚷⏕ṧ㨶䛿ヨ㦂⤊஢時䛾⤒㐣日数䛸䛧䛯（➨1ᅇヨ㦂㻦53日䠈➨2ᅇヨ㦂㻦98日）
䈜3䚷*p <0.05䠈**p <0.01 （䜴䜵䝹䝏䛾t᳨ᐃ）

ឤᰁ䛛䜙Ṛஸ䜎䛷䛻せ䛧䛯日数

－　 －19



より症状のᝏ໬をᣍいたྍ⬟性も考えられた。いࡎれにせよ，本結ᯝよりニジマスと比較すれࡤ富士の介のレン

サ球菌に対する抵抗性は極めて高いことが♧されたため，本症でᝎまされている養魚場において富士の介は安定

生産が期ᚅできる有用な養殖魚種になるものと考えられた。 

 3魚種に対するOMV感染実験では，富士の介の⣼積死亡率は 76.7%と，ニジマスの 96.7%とマスノスケの 63.3%

の中間となり，ニジマスより有ពにపい結ᯝとなった。このことから，OMVについては，富士の介は両親の中間

ⓗな感受性を♧すことが᫂らかとなり，ニジマスと比較して抗病性にඃれることが♧၀された。௚方で，本結ᯝ

から富士の介も OMVに対して感受性を♧すことがุ᫂したともいえる。ᚑって，௬に本病原体が養魚場内に౵

入してしまった場合に状ἣによっては大きな被害が生じるリスࢡもᏎࢇでいるため，富士の介を生産する養魚場

においては，今後も本病原体が場内に౵入することがないよう㜵␿対⟇をᚭᗏするな࡝ཝ重な㆙ᡄをするᚲ要が

あるࢁࡔう。 

 以上の結ᯝから，富士の介の両疾病に対する感受性はニジマスと比べてపく，すなわち抗病性にඃれることが

᫂らかになった。サケ科魚類の異種間交配魚においては，∦親のඃれたᙧ㉁を受け⥅いࡔことで抗病性のྥ上に

⧅がった報告もあり 15,16) ，富士の介においても，⫗㉁ けでなく抗病性のⅬでも雄親であるマスノスケのᣢࡔ (2,3

つඃ良な性㉁が上ᡭくᑟ入されたものと考えられた。 

 本研究では，当支所で保有するニジマス 2系統における OMVへの感受性についても併せて᳨ウした。本試験

の≺いとしては，௬に系統間で感受性に㐪いがあるとすれࡤ，富士の介の雌親とする系統をኚえることで OMV

への抗病性のྥ上を図れるからである。攻撃⃰ᗘの異なる 2回の感染実験の結ᯝ，忍野産ドナと⡿産ドナの 2系

統間では⣼積死亡率及び死亡開始時期のⅬで OMVの感受性に差異が認められ，⡿産ドナの方が忍野産ドナより

も感受性がపく，本ウイルスに対する抗病性が高いྍ⬟性が♧၀された。また，富士の介については，➨ 2回試

験においてニジマス 2系統と比べた場合でも有ពに死亡率がపくなったことから，ニジマスよりも本ウイルスへ

の抗病性にඃれることが෌確認できた。一方で，➨ 2回試験で富士の介の死亡は認められなかったのに対し，➨

1 回試験ではࡰ࡯全数㏆くが死亡した結ᯝをࡳると，やはりウイルス量がከく感染ᙉᗘが高くなれࡤ，富士の介

も死亡するリスࢡが༑分にあることが♧されたといえるࢁࡔう。 

現ᅾ，当支所での富士の介の作出は雌親として忍野産ドナを使用しているが，本結ᯝを㋃まえると，௦᭰とし

て⡿産ドナを用いることで OMVへの抗病性を᭦にྥ上させた富士の介の作出もྍ⬟かもしれない。今後養殖現

場において OMV病による被害が発生した場合には，本法を被害軽ῶ⟇の一つとして᳨ウする価್はあるとᛮわ

れる。 

 
せ ⣙ 

1.  富士の介等のレンサ球菌症及びOMV病の各原因病原体に対する感受性を感染実験により評価した。 

2.  富士の介及びニジマス，マスノスケにレンサ球菌（攻撃⃰ᗘ 1.3×10CFU/尾）あるいは OMV（攻撃⃰ᗘ

103.1TCID50/尾）を腹腔内注射し，実験感染させた。 

3.  レンサ球菌感染による⣼積死亡率は，ニジマスが 95.0%，マスノスケが 57.9%であったのに対し，富士の介

の死亡は認められࡎ，両親より有ពにపい死亡率となった。 

4.  OMV感染による富士の介の⣼積死亡率は 76.7%となり，ニジマスの 96.7%，マスノスケの 63.3%との中間

の್を♧し，ニジマスより死亡率が有ពにపかった。 

5.  富士の介はレンサ球菌に対して高い抵抗性を有するとともに，OMV においてはニジマスとマスノスケの

中間ⓗな感受性を♧し，いࡎれの病原体に対してもニジマスより抗病性にඃれることが᫂らかになった。 

6.  異なるニジマス 2系統及び富士の介にOMVを実験感染させた結ᯝ，攻撃⃰ᗘ 101.8TCID50/尾での⣼積死亡

率は忍野産ドナで 96.7%，⡿産ドナで 50.0%となり，富士の介の死亡は認められなかった。一方で，攻撃⃰ᗘ

－　 －20



102.8TCID50/尾での⣼積死亡率は，忍野産ドナ及び富士の介で 96.7%，⡿産ドナで 93.3%となった。 

7.  ニジマス 2系統間で OMVへの感受性には差異があり，⡿産ドナは忍野産ドナより OMVに対する感受性

がపく，本ウイルスに対する抗病性が高いྍ⬟性が♧၀された。富士の介作出の㝿に雌親として⡿産ドナを

使用することで，᭦なる抗病性のྥ上に⧅がるྍ⬟性が考えられた。 

8.  富士の介はOMVに対して感受性を有し，感染ᙉᗘによっては大きな被害が生じることも᝿定されるため，

富士の介生産養魚場においては，本ウイルスを養魚場内に౵入させることがないよう特に注ពがᚲ要である。 
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